
平成29年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について

6,422,400

③

対象

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

市民、市外の方、企業 意図
事業
目的

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

⑤

⑥

指標

①

②
ページ内容が役に立った
と答えた人の割合

ページビュー数(月平
均）

791690

見やすく分かりやすいホームページ運営事業

公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 主管課 秘書広報課

会計 小事大事

01

目項

02 01 04 01 51

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

CMS（コンテンツマネジメントシステム）を導入したホームページリニューアル後の運営業務。
対象者への情報提供を「見やすく」「探しやすい」ものにし、その日々の運営を行う。見やす
く分かりやすいホームページを提供することで、流山市民はもとより、市外の方や企業の方
に、流山市の魅力や各種情報をタイムリーに発信する。

29年10月のリニューアルでは、ページの作成者にも利用者にも今までの操作感を保持しなが
ら、トップページの検索機能の拡充やカレンダー機能などを改善した新システムに移行した。
見やすく分かりやすいホームページを保持するために、随時ページの改修や改善、システムの
管理を行う。

市民生活に必要な情報を迅速に提供すると共に、市外在住者
や民間企業に流山市の情報や魅力を発信する。

主管課長 中野　秀紀市民参加の地域社会づくり

名　　称 平成27年度 平成28年度 平成29年度

6-1

事業名

政　策
施　策

06

↗↗↗ 全ページビュー数の月平均

対象者／回答者67.53 68.47

％ ↗↗↗ 対象者／回答者

ページを見つけやすいと
答えた人の割合

61.42 65.94 64.67

％

対象者／回答者

ページ内容がわかりやす
かったと答えた人の割合

62.50

平成29年度

6,422,400

0.50

6,049,440

目的に対する現状（客観的事実・データに
基づく現在の状況や取組状況）

各ページにクイックアンケートの項目
が設定されているため、ページ内容が
役に立ったと答えた人の割合、ページ
内容がわかりやすいと答えた人の割
合、ページを見つけやすいと答えた人
の割合を毎月集計し、ページ内容の改
善につなげている。
高齢者・障害者の方への配慮に関する
民間調査では千葉県１位、全国６位の
高評価を得た。
平成29年10月のリニューアルにあたっ
ては、利用者にとっても作成者にとっ
ても操作感が大きく変わらないシステ
ムを導入した。

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

人役・嘱託(人)

④

うち一般財源

 事業費（ｂ）（円）

 職員給与費(ｃ)(円)

人役・再任用(人)

人役・臨職(人)

人役・職員(人)

事務事業の総ｺｽﾄ(a=b+c)

事務事業のコスト

780457 747039

63.12 61.63

67.41

％ ↗↗↗

↗↗↗

3,765,000 3,432,500 3,356,000

0.50 0.50

必要性

平成28年度

6,422,400

6,049,440

10,187,400 9,854,900 9,405,440

平成27年度

今後の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

6,422,400

③取組の
課題

ページによって作り込みにばらつきが
あるほか、掲載情報が古い場合があ
る。

④今後
(H30以降)

の
改善計画

随時更新を行い情報を最新状態に保つ
ほか、クイックアンケートの結果を踏
まえ、利用者にとって分かりやすい
ページ作成を行う。

①今年度
(H29)の
改善計画

②今年度
(H29)に
実施した

取組

利用者のアンケート回答等を参考とし
ながら改善検討すると共に、作成マ
ニュアルの周知によりスキルアップを
図る。

10月に行ったリニューアルでは、検索
やカレンダー機能などを改善しなが
ら、作成者と利用者の両方にとって操
作感の変わらないシステムを導入する
ことができた。

Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

個別評価
Ａ　市が担うべき

有効性

市関与の必要性

Ａ　必要性が高まると
考えられる


